
は
じ
め
に

日
本
の
地
域
福
祉
の
源
流
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
19
世
紀
に
取
り
組
ま
れ
た
慈
善
組
織
化
運
動
や
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運

動
、
ま
た
、
こ
の
影
響
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
で
の
社
会
事
業
家
に
よ
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
参
考
に
、
明
治
期
、
宗
教
家
や
社
会
事
業
家
、
政
治
家
、
篤
志
家
な
ど
に
よ

る
慈
善
事
業
や
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
、
社
会
事
業
を
嚆こ

う

矢し

と
す
る
こ
と
が
定
説
だ
が
、
実
は
こ
れ
よ
り
も
前
の
江

戸
時
代
、
浅
間
山
（
標
高
２
５
６
８
メ
ー
ト
ル
）
の
「
天
明
の
大
噴
火
」の
際
の
藩
お
よ
び
幕
府
の
公
助
、
被
災

地
の
生
存
者
個
人
の
自
助
や
家
族
・
領
民
の
互
助
、
近
隣
の
名
主
の
共
助
こ
そ
地
域
福
祉
源
流
の
真
実
で
あ
る
。

な
ぜ
、
こ
れ
ら
の
公
助
、
自
助
、
互
助
、
共
助
が
地
域
福
祉
源
流
の
真
実
か
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
筆
者
が
こ

の
約
30
年
間
、
現
存
す
る
文
献
や
史
料
、
史
跡
、
生
存
者
な
ど
関
係
者
の
子
孫
お
よ
び
現
地
を
調
査
し
た
結
果
、

確
認
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

折
し
も
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
兵
庫
県
南
部
地
震
）、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

に
東
日
本
大
震
災
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
御
嶽
山

お
ん
た
け
さ
ん

（
同
３
０
６
７
メ
ー
ト

ル
）
噴
火
、
さ
ら
に
は
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
熊
本
地
震
と
続
発
し
て
い
る
な
か
、
向
こ
う
30
年
以
内
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
〜
９
ク
ラ
ス
の
首
都
直
下
地
震
お
よ
び
東
海
、
東
南
海
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
可
能
性
が

1



70
％
、
ま
た
、
富
士
山
（
同
３
７
７
６
メ
ー
ト
ル
）
も
こ
れ
に
誘
発
さ
れ
、
大
噴
火
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
書
は
こ
の
浅
間
山
「
天
明
の
大
噴
火
」
被
災
地
復
興
を
教
訓
に
、
公
助
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
、

自
助
、
互
助
、
共
助
か
ら
な
る
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
地
域
福
祉
に
よ
る
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
必
要

性
を
提
言
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
調
査
研
究
に
際
し
、
生
存
者
を
救
済
し
た
近
隣
の
名
主
の
子
孫
、
群
馬
県
嬬
恋

つ
ま
ご
い

村
大
笹
の
黒
岩
タ
キ

さ
ん
や
生
存
者
の
子
孫
で
つ
く
る
鎌
原

か
ん
ば
ら

観
音
堂
奉
仕
会
の
み
な
さ
ん
、
同
村
鎌
原
の
山

幸
蔵
区
長
、
嬬
恋
郷
土

資
料
館
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
宮

光
男
会
長
、
佐
藤
鈴
江
・
同
村
議
員
を
は
じ
め
、
群
馬
県
嬬
恋
村
、
さ

ら
に
本
書
の
編
集
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
大
学
教
育
出
版
社
長
の
佐
藤
守
、
編
集
部
の
社や

し
ろ

彩
香
両
氏
に
対

し
、
貴
重
な
紙
面
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
し
た
い
。

ま
た
、「
天
明
の
大
噴
火
」
以
来
、
約
２
３
０
年
経
っ
た
今
も
地
下
に
埋
没
し
た
住
家
と
と
も
に
、
地
下
に
眠

る
犠
牲
者
の
御
霊
に
対
し
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
。

２
０
１
６（
平
成
28
）年
初
夏

川
村
　
匡
由

2
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